
運
命
を
変
え
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
川
畠
成
道
さ
ん

は
、
８
歳
の
時
に
目
が
不
自
由
に
な
っ
て
か

ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
は
じ
め
、
40
歳
の
い
ま
、

円
熟
し
た
演
奏
を
国
の
内
外
で
披
露
し
て
い

る
。川

畠
さ
ん
の
演
奏
を
聴
い
た
。
最
初
の
１

音
目
か
ら
、
す
ー
っ
と
心
の
中
に
音
が
染
み

込
ん
で
き
た
。
優
し
い
、
素
直
な
気
持
ち
に

自
然
に
な
れ
る
演
奏
だ
。

８
歳
の
時
、
滞
在
中
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で

風
邪
を
ひ
き
、
飲
ん
だ
薬
の
副
作
用
で
、
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
い
わ
れ
る
病
気
に
な
っ
た
。
40
度
近
い

高
熱
が
数
日
続
き
、
呼
吸
困
難
に
も
陥
っ
た
。

全
身
の
皮
膚
が
水
膨
れ
に
な
っ
た
。
生
存
率

５
％
と
言
わ
れ
た
。

皮
膚
や
粘
膜
だ
け
で
な
く
、
眼
球
に
も
炎

症
が
起
き
た
。
奇
跡
的
に
一
命
は
取
り
と
め

た
が
、
目
が
不
自
由
に
な
っ
た
。
完
全
失
明

で
は
な
い
が
、
見
え
方
と
し
て
は
、「
分
厚

い
す
り
ガ
ラ
ス
を
通
し
て
見
て
い
る
感
じ
」

だ
そ
う
だ
。
と
い
う
よ
り
、
そ
こ
ま
で
回
復

し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
最
近
、
病
院
で
２
度

に
わ
た
り
、
口
腔
の
粘
膜
を
角
膜
に
移
植
す

る
手
術
を
受
け
、
こ
こ
ま
で
見
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

心
の
声
が
聞
こ
え
た

父
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

も
務
め
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

奏
者
だ
っ
た
。
音
楽
の
道

の
厳
し
さ
を
知
っ
て
い
る

父
は
、「
プ
ロ
に
も
な
ら

な
い
の
に
、
幼
い
時
か
ら
教
え
る
必
要
は
な

い
」
と
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
触
ら
せ
も
し
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
川
畠
さ
ん
が
、
目
が
不

自
由
に
な
っ
た
こ
と
で
、
目
に
頼
ら
ず
、
耳

で
学
べ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
10
歳
か
ら
始
め

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
職
業
に
す
る
た
め
学

ぶ
に
は
、
遅
い
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

だ
が
、「
98
年
に
日
本
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る

ま
で
は
、
冬
の
時
代
だ
っ
た
」
と
、
川
畠
さ

ん
は
振
り
返
る
。
何
度
も
絶
望
を
味
わ
っ
た
。

ほ
か
の
人
に
出
来
る
こ
と
が
簡
単
に
出
来

な
い
も
ど
か
し
さ
。
必
然
的
に
ソ
リ
ス
ト
を

目
指
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
果

た
し
て
な
れ
る
の
か
と
い
う
不
安
。
英
国
国

立
音
楽
院
に
留
学
中
、
世
界
的
コ
ン
ク
ー
ル

に
応
募
し
て
、
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
落
選
し
、

落
ち
込
み
、
出
口
の
な
い
暗
い
ト
ン
ネ
ル
に

入
り
こ
ん
だ
気
分
に
も
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の

は
、「
自
分
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
好
き
な
ん

だ
、
音
楽
が
好
き
な
ん
だ
」
と
い
う
自
分
の

内
な
る
声
を
聞
い
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。

目
が
不
自
由
な
川
畠
さ
ん
は
、
研
ぎ
澄
ま
さ

れ
た
聴
覚
で
、
敏
感
に
い
ろ
ん
な
音
を
聞
き

分
け
て
き
た
が
、
自
分
の
心
の
声
に
も
耳
を

傾
け
ら
れ
た
の
だ
。

99
年
、
英
国
王
立
音
楽
院
を
首
席
で
卒
業
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ス
テ
イ
タ

ス
の
称
号
も
得
た
。
因
縁
の
あ
る
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
超
満
員
の
観

衆
か
ら
喝
采
を
受
け
、
憑
き
物
が
取
れ
た
よ

う
に
感
じ
た
。

帰
国
し
て
、
最
初
の
Ｃ
Ｄ
も
リ
リ
ー
ス
し
、

年
間
１
０
０
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
こ
な
す
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、「
考
え
る
余
裕
も

な
く
、
た
だ
機
械
的
に
演
奏
を
こ
な
す
自
分

に
疑
問
が
わ
い
た
。「
い
つ
も
同
じ
演
奏
を

し
て
い
て
い
い
の
か
…
」。　
　
　
　

そ
こ
で
、
ま
た
内
な
る
声
に
耳
を
傾
け

た
。「
な
ぜ
、
そ
の
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
す
る

の
か
、
い
つ
も
自
問
自
答
し
て
か
ら
演
奏
し

よ
う
！
」
と
内
な
る
声
が
答
え
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
テ
ー
マ
を
置
く
こ
と
に
し

た
。
家
族
向
け
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
ソ
ナ
タ
シ

リ
ー
ズ
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
連
続
演
奏
…
。

こ
れ
か
ら
は
、
バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
に
挑
戦

し
よ
う
と
思
う
。「
バ
ッ
ハ
は
、自
分
に
と
っ

て
、
大
き
な
存
在
。
バ
ッ
ハ
が
自
分
の
音
楽

の
基
本
。
バ
ッ
ハ
の
楽
譜
に
は
、
あ
ま
り
情

報
が
書
き
込
ま
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
難
し

く
も
あ
り
、
や
り
が
い
も
あ
る
」。
無
伴
奏

全
曲
演
奏
が
目
標
だ
。

人
生
を
豊
か
に
し
た
結
婚

２
０
０
７
年
９
月
、
知
子
さ
ん
と
い
う
伴

侶
を
得
た
。
知
子
さ
ん
も
、
４
歳
か
ら
趣
味

で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
習
っ
て
い
て
、
30
歳
す
ぎ

て
か
ら
、
ま
た
専
門
的
に
勉
強
を
始
め
て
い

た
。
川
畠
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
、
時
折
、

足
を
運
ん
で
い
た
。
出
会
い
は
、
ま
た
ま
た

因
縁
の
あ
る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
だ
っ
た
。
日
本

か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
聴
き
に
き
た
知
子
さ
ん
と

知
り
合
っ
た
。「
彼
女
の
明
る
く
て
素
直
な

声
に
恋
し
た
」
と
い
う
。
最
近
、
視
力
が
少

し
回
復
し
て
、
彼
女
の
輪
郭
が
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
印
象
を
問
う
と
、「
大
丈

夫
で
し
た
」
と
の
答
え
に
大
爆
笑
し
た
。

楽
譜
を
読
ん
で
く
れ
た
り
、
演
奏
に
つ
い

て
率
直
な
感
想
を
言
っ
て
く
れ
た
り
、
一
緒

に
音
楽
を
作
る
感
じ
だ
。「
苦
し
い
こ
と
は

半
分
に
、
嬉
し
い
こ
と
は
倍
に
な
っ
た
」
と
、

川
畠
さ
ん
は
、
結
婚
の
効
能
を
嬉
し
そ
う
に

言
う
。

結
婚
後
、
演
奏
も
変
わ
っ
た
と
、
よ
く
言

わ
れ
る
。「
繊
細
な
演
奏
に
力
強
さ
が
加
わ
っ

た
」
と
か
「
演
奏
が
大
人
っ
ぽ
く
な
っ
た
」

と
か
…
。「
自
分
で
も
自
然
体
で
弾
け
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
思
う
。

振
り
返
っ
て
み
て
、
８
歳
の
時
の
出
来
事

は
、
運
命
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

「
そ
こ
か
ら
新
た
な
人
生
が
始
ま
っ
た
の

だ
と
、
い
ま
な
ら
思
え
る
。
見
る
だ
け
で
は

意
識
出
来
な
い
も
の
、
自
分
の
心
の
奥
深
く

に
あ
る
も
の
を
知
る
力
が
つ
い
た
。
自
分
の

心
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
た
時
に
聞
こ
え
て
き

た
も
の
に
し
た
が
っ
て
生
き
て
き
た
か
ら
、

い
ま
の
ボ
ク
が
あ
る
」。
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村
上
信
夫

169

■村上信夫プロフィ−ル

2001年から11年に渡り、『ラジオビタ
ミン』や『鎌田實いのちの対話』など、
NHKラジオの「声」として活躍。
この4月からは、全国を回り「嬉しい言
葉の種まき」をしながら、文化放送『日曜
はがんばらない』（毎週日曜10:00～）、
ABCラジオ『osaka歴史ロマン』（毎週
月曜18:35～）、月刊『清流』連載対談
～ときめきトークなど、新たな境地を開
いている。
1953年、京都生まれ。
元NHKエグゼクティブアナウンサー。
これまで、『おはよう日本』『ニュース7』
『育児カレンダー』などを担当。
著書に『ラジオが好き!』（海竜社）
『ことばのビタミン』（近代文芸社）
『いのちの対話（共著）』（集英社）など。

好評
発売中

■
イ
ネ
・
セ
イ
ミ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
活
躍
中
。俳
画
家
。

絵
画
を
幼
少
よ
り
日
展
画
家
の
（
故
）
川
村
行
雄
氏
に
師

事
。俳
画
を
華
道
彩
生
会
家
元
（
故
）
村
松
一
平
氏
に
師

事
。俳
画
の
描
法
を
も
と
に
、少
女
、猫
等
を
独
自
の
や
さ

し
い
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。個
展
多
数
。

俳
画
教
室
開
講
中

と
こ
ろ　

常
滑
屋

と　

き　

月
二
回　

第
二
・
第
四
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
一
時
〜
三
時

会　

費　

一
回　

二
、二
五
〇
円（
三
ヶ
月
分
前
納
制
）

問
合
せ　

☎
〇
五
六
九（
三
五
）〇
四
七
〇

イ
ン
デ
ィ
ア
ン

フ
ル
ー
ト
教
室

開
講
し
ま
し
た
。

誰
で
も
す
ぐ
に
吹
け
ま
す

入
会
受
付
中
�

講師  イネ・セイミ
《フルート奏者  指導歴30年》

1レッスン・1時間5,000円（ティータイム付）

何
か
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
貴
女
へ
。

数
年
後
、素
敵
に

フ
ル
ー
ト
を
奏
で
る
姿
が

そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

楽
し
く
個
人
レ
ッ
ス
ン

致
し
ま
す
♪

申込み
お問合せ

0569-89-7127
seimiine@oasis.ocn.ne.jp

　
内
な
る
声
に
耳
を
傾
け
る

〜
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
　
川
畠
成
道
さ
ん
〜　

誠意と真心で…あんしんのかけはし

俳画／イネ・セイミ
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長澤晶子のSPEED★COOKING!長澤晶子のSPEED★COOKING!料理
研究
家

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

中
世
渥
美
・
常
滑
焼
を
お
っ
て
・
十

日（
土
）開
場　

午
前
九
時
十
五
分　

開
演　

同
十
時

（
〜
午
後
四
時
半
）　

入
場
無
料　

問
合
せ　

と
こ
な
め

陶
の
森
資
料
館　

☎
34
─
５
２
９
０（
中
野
）

▼
名
南
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
十
一
日（
日
）開
場　

午
前

十
一
時　

開
演　

同
十
一
時
半（
〜
午
後
四
時
）　

入
場

無
料　

問
合
せ　

愛
知
県
高
等
学
校
文
化
連
盟　

☎

０
５
２
─
８
９
５
─
０
４
６
１（
緑
高
校
・
大
矢
）

▼
文
化
の
日
記
念「
文
化
振
興
事
業
」２
０
１
２
創
作
舞

踊
公
演　

─
い
の
ち　

生
き
る
こ
と
─
・
十
八
日（
日
）

開
場　

午
後
二
時　

開
演　

同
二
時
半（
〜
同
四
時
）　

入
場
料　

四
百
円　

小
・
中
学
生　

無
料　

問
合
せ　

平
野
令
子
創
作
舞
踊
研
究
所　

☎
34
─
６
１
８
３（
平

野
）

▼
常
滑
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
・
二
十
一
日（
水
）開
場　

午
前
九
時
十
分　

開
会　

同
九
時
半（
〜
午
後
一
時
）　

入
場
無
料　

問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人　

常
滑
市
社
会

福
祉
協
議
会　

☎
34
─
４
０
１
８（
山
下
）

▼
常
滑
西
小
学
校
学
習
発
表
会　

並
び
に　

Ｐ
Ｔ
Ａ
文

化
交
流
展
・
二
十
三
日（
金
・
祝
）開
場　

午
前
九
時
五
分

　

開
演　

同
九
時
二
十
分（
〜
午
後
一
時
）　

入
場　

関

係
者　

問
合
せ　

常
滑
市
立
常
滑
西
小
学
校　

☎
35
─

２
１
０
４（
石
黒
）

◎
常
滑
市
立
図
書
館

▼
平
成
24
年
度
文
化
の
日
記
念「
文
化
振
興
事
業
」　

第

62
回
新
紀
美
術
展
・
〜
十
七
日（
土
）

▼
シ
ル
バ
ー
筆
耕
ク
ラ
ブ
展
・
十
八
日（
日
）〜
二
十
九

日（
木
）

◎
と
こ
な
め
陶
の
森
資
料
館

▼
企
画
展「
重
要
文
化
財
仏
涅
槃
図
と
常
滑
水
野
家
文

書
展
」・
三
日（
土
・
祝
）〜
二
十
五
日（
日
）

◎
常
滑
市
体
育
館

▼
常
滑
市
小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
三
日（
土
・
祝
）

▼
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
四
日（
日
）

▼
ふ
れ
あ
い
運
動
会
・
十
日（
土
）

▼
秋
季
市
民
剣
道
大
会
・
十
一
日（
日
）

▼
全
知
多
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
十
八
日（
日
）

▼
東
海
医
歯
薬
科
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
・
二
十
三

日（
金
・
祝
）

▼
東
海
卓
球
ベ
テ
ラ
ン
大
会
・
二
十
四
日（
土
）

▼
常
滑
市
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
二
十
五
日

（
日
）

◎
中
央
公
民
館

▼
講
座
・
教
室　

シ
ル
バ
ー
ス
ク
ー
ル「
楽
し
く
、元
気

に
、安
心
な
毎
日
を
」①
守
ろ
う
大
切
な
老
後
の
お
金
・

三
十
日（
金
）午
前
十
時
〜
同
十
一
時
半　

講
師　

式
町

郁
子
さ
ん（
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　

場
所　

中
央

公
民
館
視
聴
覚
室　

定
員　

五
十
名

▼
ゆ
ー
す 

Ｅ 

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

作
り
」・
十
二
月
二
十
三
日（
日
・
祝
）午
後
一
時
半
〜
同

四
時
半　

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
本
格
的
ブ
ッ

シ
ュ
ド
ノ
エ
ル
を
作
り
ま
す　

講
師　

尾
崎
恵
子
さ
ん

　

場
所　

中
央
公
民
館
料
理
室　

対
象　

市
内
在
住
在

学
在
勤
の
中
学
生
〜
二
十
歳
く
ら
い　

定
員　

二
十
四

名　

受
講
料　

無
料　

材
料
費　

一
人
千
円（
持
ち
帰

り
用
箱
付
き
・
当
日
集
金
）　

持
ち
物　

ハ
ン
ド
ミ
キ

サ
ー
な
ど（
持
っ
て
い
る
人
）　

申
込
み
期
限　

十
二
月

四
日（
火
）　

申
し
込
み
・
問
合
せ　

青
少
年
体
験
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
（
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）　

＊
詳
細

は
、学
校
・
公
民
館
で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
、常
滑

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◎
知
多
市
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
第
三
期　

申
込
み
・
一
日（
木
）〜
十

日（
土
）に
同
セ
ン
タ
ー
へ

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
１『
さ
く
ら
ん
ぼ
』・
十
二
月
四
日

（
火
）〜
二
十
五
年
三
月
五
日（
火
）の
火
曜
日
・
全
十
回

コ
ー
ス　

午
前
十
時
半
〜
同
十
一
時
半　

内
容　

リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
親
子
で
身
体
を
動
か
す
、ふ
れ
あ
い
遊

び
で
す　

講
師　

青
木
ア
ツ
子
さ
ん（
親
子
ふ
れ
あ
い

体
操
）　

対
象　

お
お
む
ね
二
歳
〜
就
園
前
の
子
ど
も

と
そ
の
親（
二
人
一
組
）　

定
員　

二
十
八
組（
申
込
み

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
・
託
児
あ
り
）　

参
加
費　

親
子

一
組
二
千
五
百
円（
十
回
分
・
託
児
希
望
の
方
は
別
に
一

人
二
千
五
百
円
）

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
２『
親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
』・
十
二
月

十
三
日（
木
）〜
二
十
五
年
二
月
二
十
八
日（
木
）の
木
曜

日
・
全
十
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時
半
〜
同
十
一
時
半　

内
容　

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
親
子
で
身
体
を
動
か
す
、

ふ
れ
あ
い
遊
び
で
す　

講
師　

井
筒
京
子
さ
ん（
け
ん

こ
う
の
輪
碧
の
木
所
属
）　

対
象　

お
お
む
ね
二
歳
〜

就
園
前
の
子
ど
も
と
そ
の
親（
二
人
一
組
）　

定
員　

二
十
八
組（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
・
託
児
あ
り
）

　

参
加
費　

親
子
一
組
二
千
五
百
円（
十
回
分
・
託
児
希

望
の
方
は
別
に
一
人
二
千
五
百
円
）

良
寛
と
宮
沢
賢
治（
そ
の
10
）

『
法
華
経
』に
つ
い
て
⑵

　

良
寛
が
托た

く

鉢は
つ

の
道
す
が
ら

『
法ほ

華け

経き
ょ
う

』を
読
誦
し
て
い
た
こ

と
は
、次
の
詩
を
読
め
ば
分
か

り
ま
す
。

　
「
托
鉢
し
て
此
の
地
に
来
た

る
、涼り

ょ
う

秋し
ゅ
う

八
月
の
秋と

き

。
園え

ん

は
疎そ

に
し
て
栗り

っ

刺し

見あ
ら
わ

れ
、天
は
寒
く

し
て
蝉ぜ

ん

声せ
い

収お
さ

ま
る
。
我
が
性せ

い

嗜た
し
な

む
所
無
く
、起き

坐ざ

思
い
悠
悠
た

り
。
八は

ち

軸じ
く

の
法
華
経
、巻け

ん

舒じ
ょ

す

胡こ

床し
ょ
う

の
頭ほ

と
り

」

（
大
意
─
托
鉢
を
し
な
が
ら
、

こ
の
土
地
に
や
っ
て
来
た
。
涼

し
い
８
月（
旧
暦
）の
秋
の
こ
と

だ
。
庭
の
木
立
は
ま
ば
ら
で
、

栗
の
い•

が•

が
大
き
く
な
り
あ
ら

わ
に
見
え
た
。
寒
く
な
り
、蝉

の
声
も
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。

私
は
も
と
も
と
、こ
れ
と
い
っ

た
好
み
が
無
く
、日
々
の
生
活

も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
思
い
で
過

ご
し
て
い
る
。こ
の
日
も
、他
に

す
る
こ
と
が
無
い
の
で
、私
は

腰
掛
け
の
そ
ば
で
、８
巻
の『
法

華
経
』を
広
げ
た
り
巻
い
た
り

し
て
読
経
し
て
い
た
）

　

良
寛
に『
法
華
経
』に
対
す
る

独
自
の
解
釈
を
示
し
た『
法
華

転て
ん

』と『
法
華
讃さ

ん

』の
二
作
品
が

あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。な
か
で
も『
法
華
讃
』は
、

「
開か

い

口く

」（
序
）、百
の「
讃さ

ん

」、「
閣か

く

筆ひ
つ

」（
結
）と
整
理
さ
れ
て
お
り
、

晩
年
に
推
敲
に
推
敲
を
重
ね
て

成
立
し
た
力
作
で
、宗
教
家
と

し
て
の
良
寛
を
知
る
上
で
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
作
品
で
す
。
東

京
帝
国
大
学
印
度
哲
学
科
の

初
代
の
講
師
に
な
っ
た
明
治
時

代
の
碩せ

き

学が
く
・
原
坦た

ん

山ざ
ん

は
、良
寛
の

『
法
華
讃
』を
読
ん
で
驚
嘆
し
、

「
日
本
で
仏
学
の
蘊う

ん

奥の
う

を
究き

わ

め

し
者
、空
海
以
来
、唯
こ
の
人
の

み
」と
言
い
ま
し
た
。

　

今
か
ら
、深
遠
な『
法
華
讃
』

の
い
く
つ
か
の
詩し

偈げ

を
読
ん
で

い
き
ま
す
。

◎
良
寛
の『
法
華
讃
』

①「
開
口
」（
写
真
参
照
）

　
「
口
を
開
く
も
法
華
を
謗そ

し

り
、

口
を
杜と

ず
る
も
法
華
を
謗
る
。

法
華
を
い
か
ん
が
讃た

た

え
ん
。
合

掌
し
て
曰い

わ

く
、南
無
妙
法
華
」

（
大
意
─
口
さ
き
だ
け
で
法
華

経
を
ど
の
よ
う
に
讃
え
て
も
、

真
実
を
言
い
尽
く
せ
ず
、か

え
っ
て
法
華
経
を
謗
る
こ
と

に
な
る
。ま
た
黙
っ
た
ま
ま
、心

の
う
ち
で
法
華
経
を
讃
え
て

も
、口
さ
き
だ
け
と
同
じ
結
果

と
な
っ
て
し
ま
う
。そ
れ
で
は
、

い
っ
た
い
ど
う
し
た
ら
法
華
経

の
真
実
を
讃
え
る
こ
と
に
な
る

の
か
。
両
手
を
合
わ
せ
て「
南

無
妙
法
華
」と
唱と

な

え
る
だ
け
で

い
い
の
だ
）

　

口
を
開
い
て
も
だ
め
、口
を

閉
じ
て
も
だ
め
。「
開
く
・
閉
じ

る
」と
い
う
分
別
対
立
を
超
え

た
と
こ
ろ
で
無
心
に「
南
無
妙

法
華
」と
唱
題
す
る
こ
と
が
、

『
法
華
経
』を
讃
え
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

②「
方ほ

う

便べ
ん

品ぼ
ん

」

　

良
寛
は「
方
便
品
」に
対
し
て

11
篇
の「
讃
」を
作
り
ま
し
た
。

最
も
多
い
数
で
、良
寛
が
こ
の

品
を
い
か
に
重
要
視
し
て
い
た

か
が
分
か
り
ま
す
。

　
「
方
便
品
」の
中
で
、諸
仏
は

一
大
事
因い

ん

縁ね
ん

の
た
め
に
出
現
し

た
こ
と
が
説
か
れ
ま
す
。
衆し

ゅ

生じ
ょ
う

に
仏
の
知
見
を
聞
か
せ
、示
し
、

悟
ら
せ
、道
に
入
ら
せ
る
、つ
ま

り「
開か

い

示じ

悟ご

入に
ゅ
う

」さ
せ
る
た
め

に
、こ
の
世
に
出
現
し
た
と
い

う
の
で
す
。
良
寛
の「
讃
」は
次

の
よ
う
で
す
。

　
「
騰と

う

々と
う

任に
ん

運ぬ
ん

、只し

麼も

に
過
ぐ
。

困こ
う

じ
来
れ
ば
眠
り
、飢う

え
来
た

れ
ば
餤く

ら

う
。
唯
だ
此
の
一
事
も

也ま

た
要よ

う

せ
ず
。
知
ら
ず
何い

ず

れ
の

処と
こ
ろ

に
か
二
三
を
度ど

せ
ん
」（
大
意

─
私
は
、の
ほ
ほ
ん
と
成
り
行

き
に
任
せ
て
日
を
過
ご
し
て
い

る
。
疲
れ
た
ら
眠
り
、腹
が
空

い
た
ら
ご
飯
を
食
べ
る
。た
だ

そ
れ
だ
け
だ
。
一い

ち

仏ぶ
つ

乗じ
ょ
う

が
ど
う

の
こ
う
の
と
大
袈
裟
に
言
う
必

要
は
な
い
。ま
た
、あ
の
世
の
、

ど
こ
に
渡
っ
て
行
く
の
か
知
ら

な
い
し
、知
り
た
く
も
な
い
）

　

良
寛
は
、誰
で
も
必
ず
成

仏
で
き
る
の
だ
か
ら
、あ
れ
こ

れ
理
屈
を
こ
ね
ず
に
、造ぞ

う

作さ

を

離
れ
、直じ

き

下げ

に
自
己
そ
の
も
の

を
自
覚
す
れ
ば
い
い
の
だ
、と

言
っ
て
い
る
の
で
す
。

③「
五
百
弟で

子し

授じ
ゅ

記き

品ほ
ん

」

　

良
寛
は「
五
百
弟
子
授
記
品
」

に
対
し
て
４
つ
の「
讃
」を
作
り

ま
し
た
。こ
の
品
に
は
有
名
な

「
衣い

裏り

繋け
い

珠し
ゅ

の
譬ひ

喩ゆ

」が
出
て
き

ま
す
。
釈
尊
か
ら
将
来
の
成
仏

を
保
証
さ
れ
て
喜
ん
だ
五
百
人

の
弟
子
た
ち
が
、そ
の
喜
び
を

譬
喩
の
形
で
、次
の
よ
う
に
釈

尊
に
告
げ
ま
す
。

　
「
あ
る
人
が
、親
友
の
家
に

行
っ
て
、酒
に
酔
っ
て
眠
っ
て

し
ま
う
。
親
友
は
仕
事
の
た
め

に
外
出
す
る
。そ
の
時
、眠
っ
て

い
る
友
の
衣
の
裏
に
、無
上
の

価
値
の
あ
る
宝
珠
を
繋か

け
て
立

ち
去
る
。酔
い
か
ら
醒
め
る
と
、

そ
の
人
は
他
国
へ
行
っ
て
働
き

始
め
た
。
彼
は
ず
っ
と
苦
し
い

生
活
を
送
っ
た
。や
が
て
親
友

が
、こ
の
困
窮
し
て
い
る
友
と

再
会
す
る
。
友
の
貧
窮
ぶ
り
を

見
て
驚
き
次
の
よ
う
に
言
う
。

─
無
理
を
し
て
働
か
な
く
て

も
よ
い
よ
う
に
、高
価
な
宝
を

衣
の
う
ち
に
ひ
そ
ま
せ
て
お
い

た
。今
も
そ
れ
は
あ
る
は
ず
だ
。

あ
な
た
が
そ
れ
を
知
ら
ず
に
苦

労
し
悩
ん
で
あ
く
せ
く
す
る
の

は
、ま
こ
と
に
愚
か
な
こ
と
だ
。

さ
あ
、そ
の
宝
珠
を
本
当
に
欲

し
い
も
の
と
交
換
し
な
さ
い
。

満
足
で
き
る
は
ず
だ
」

　

良
寛
の「
讃
」は
次
の
よ
う
で

す
。

　
「
憶お

も

い
得え

た
り
二
十
年
、資し

生せ
い

太は
な
は

だ
艱か

ん

難な
ん

な
り
き
。た
だ
衣
食

の
為
の
故ゆ

え

に
、貧
里
に
空む

な

し
く

往
還
せ
り
。
路
に
達た

つ

道い

の
人
に

逢
え
ば
、苦ね

ん
ご

ろ
に
旧
時
の
縁え

ん

を

説
く
。
却し

り
ぞ

い
て
衣
内
の
宝
を
見

れ
ば
、今
に
お
い
て
現
に
前
に

在
り
。こ
れ
よ
り
親
し
く
受
用

し
、日
夜
ほ
し
い
ま
ま
に
周し

ゅ

旋せ
ん

す
」（
大
意
─
20
年
前
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
み
る
と
、日
々
の

暮
ら
し
は
大
変
苦
し
か
っ
た
。

た
だ
衣
食
の
資
を
稼
ぐ
た
め

に
、貧
乏
な
村
里
を
右
往
左
往

し
て
い
た
。
途
中
で
道
に
達
し

た
人
に
会
っ
た
。
彼
は
、は
る

か
昔
に
高
価
な
宝
珠（
仏
性
）が

私
に
授
か
っ
て
い
る
因い

ん

縁ね
ん

を
説

明
し
て
く
れ
た
。
退し

り
ぞ

い
て
、衣

内
の
宝
を
探
し
て
見
た
ら
、今

も
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
た
。こ
れ
よ

り
後
は
、身
近
に
こ
れ
を
受
け

入
れ
て
我
が
も
の
と
し
、日
夜
、

自
由
自
在
に
活
用
し
て
き
て
い

る
）

④「
常じ

ょ
う

不ふ

軽ぎ
ょ
う

菩ぼ

薩さ
つ

品ほ
ん

」

　

良
寛
は
、数
あ
る
菩
薩
の
中

で
、常
不
軽
菩
薩
を
一
番
敬
愛

し
て
い
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
の

日
蓮
も
、こ
の
菩
薩
の
姿
に
我

が
身
を
あ
て
て
諸
難
を
凌し

の

い

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

宮
沢
賢
治
も
、こ
の
愚
直
な
菩

薩
に
強
く
引
き
付
け
ら
れ
ま

し
た
。「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」に
述

べ
ら
れ
て
い
る
、彼
の
理
想
の

人
間
像「
デ
ク
ノ
ボ
ー
」は
、こ

の
菩
薩
の
姿
に
重
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
菩
薩
は
、す
べ
て
の
人

は
仏
に
な
る
の
だ
か
ら
軽
蔑

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
っ

て
、あ
ら
ゆ
る
人
の
前
で
礼
拝

し
て
い
ま
し
た
。

　

良
寛
の「
讃
」は
次
の
よ
う
で

す
。

　
「
或
い
は
瓦が

石し
ゃ
く

を
投
げ
ら
れ
、

或
い
は
枕じ

ょ
う

木も
く

を
。
避
け
走
り
、

遠
く
に
と
ど
ま
っ
て
声
高
に
唱と

な

う
。
此
の
老
、一
た
び
去
っ
て

消
息
無
し
。
夜
来
の
風
月
、誰

が
為
に
か
浄き

よ

き
」（
大
意
─
こ
の

菩
薩
は
、四し

衆し
ゅ
う

か
ら
瓦
石
を
投

げ
つ
け
ら
れ
た
り
、枕
木
で
た

た
か
れ
た
り
し
た
。す
る
と
避

難
し
て
遠
く
の
方
で
立
ち
止

ま
り
、高
い
声
で「
あ
な
た
た
ち

は
仏
に
な
り
ま
す
」と
唱
え
た
。

常
不
軽
老
が
こ
の
世
を
去
っ

て
、も
う
何
の
便
り
も
聞
く
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。し
か

し
、夜
来
の
風
月
は
、い
っ
た
い

誰
の
お
か
げ
で
、そ
の
浄
ら
か

さ
を
現
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
）

⑤「
閣か

く

筆ひ
つ

」

　

す
べ
て
の「
讃
」を
書
き
終
え

た
後
で
、良
寛
は「
閣
筆
」（
擱か

く

筆ひ
つ

と
同
じ
）を
書
き
添
え
ま
し
た
。

　
「
我
れ
法
華
讃
を
作
る
。す
べ

て
一
百
二
。
羅
列
し
て
こ
こ
に

在
り
。
時じ

じ々

に
須す

べ
か

ら
く
熟
視
す

べ
し
。
視
る
時
、容
易
に
す
る

こ
と
な
か
れ
。
句
々
に
深
意
有

り
。
一
念
、も
し
能よ

く
契か

な

わ
ば
、

直じ
き

下げ

に
仏
地
に
至
ら
ん
」（
大
意

─
私
は
法
華
讃
を
作
っ
た
。す

べ
て
で
一
百
二
篇
。ず
ら
り
と

こ
こ
に
並
べ
て
み
た
。い
つ
も

い
つ
も
熟
読
し
て
ほ
し
い
。
上う

わ

の
空そ

ら

で
読
ん
で
は
い
け
な
い
。

一
句
一
句
に
深
い
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
一
た
び
声
を
立

て
て
読
み
、法
華
経
の
真
意
に

ぴ
た
り
と
す
れ
ば
、そ
の
ま
ま

仏
の
境
界
に
到
達
し
え
た
こ
と

に
な
ろ
う
）

（89）

良
寛
の『
法
華
讃
』

杉 

本 

武 

之

〈
杉
本
武
之
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
３
９
年　

碧
南
市
に
生
ま

れ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。
翻
訳
業

を
経
て
、小
学
校
教
師
に
な
る
た

め
に
愛
知
教
育
大
学
に
入
学
。
25

年
間
、西
尾
市
の
小
中
学
校
に
勤

務
。
定
年
退
職
後
、名
古
屋
大
学

教
育
学
部
の
大
学
院
で
学
ぶ
。

〈
趣
味
〉読
書
と
競
馬

　
班
長
に
な
っ
た
思
い
出

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
・
Ａ
女

　

五
・
六
年
生
に
な
っ
て
私
は

何
度
も
班
長
に
な
り
ま
し
た
。

　

五
年
生
の
二
学
期
に
、
は
じ

め
て
班
長
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
時
は
自
分
で
や
ろ
う
と
思
っ

た
の
で
は
な
く
、
先
生
が
決
め

ま
し
た
。
そ
れ
は
き
っ
と
私
が

一
度
も
班
長
に
な
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
私

が
先
生
に
選
ば
れ
た
と
き
、
班

長
と
し
て
の
責
任
が
は
た
せ
る

か
な
と
考
え
込
ん
だ
り
、
学
校

に
い
く
こ
と
が
こ
わ
か
っ
た
で

す
。
学
校
に
来
る
と
、
班
長
が

班
で
の
出
来
事
を
中
心
に
い
ろ

い
ろ
と
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

今
は
、
自
分
か
ら
や
ろ
う
と

し
て
班
長
に
立
候
補
を
し
た
り

し
ま
し
た
。
私
が
選
ん
だ
子
や

男
子
は
、
私
の
班
に
き
て
く
れ

た
の
で
心
か
ら
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
（
略
）

　

班
長
に
な
っ
て
の
思
い
出
は

班
の
中
で
け
ん
か
、
力
を
合
わ

し
て
の
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
試
合
、

給
食
の
時
な
ど
、
ゆ
か
い
で
ゆ

か
い
で
笑
い
な
が
ら
過
ご
し
た

こ
と
が
思
い
当
り
ま
す
。

　

結
局
、
今
に
な
っ
て
み
れ
ば

五
年
生
の
二
学
期
に
班
長
に
な

っ
た
の
が
な
ぜ
、
こ
わ
か
っ
た

の
か
、
不
思
議
に
思
え
ま
す
。

五
年
生
の
私
、
六
年
生
の
私
は

同
じ
私
で
も
変
わ
っ
た
よ
う
な

感
じ
に
思
え
ま
す
。

＊
き
っ
と
楽
し
い
班
に
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
班
長

に
決
め
た
の
で
す
。
で
も
、
Ｉ

さ
ん
の
胸
の
内
を
知
り
、
お
詫

び
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
重
責
に
め
げ
る
こ
と
な
く

班
長
と
し
て
の
お
も
し
ろ
さ
を

感
じ
て
自
主
的
に
班
長
に
な
っ

て
く
れ
た
こ
と
は
、
Ｉ
さ
ん
の

大
き
な
成
長
だ
と
思
う
と
、
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。

　
わ
た
し
の
家
族

　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
・
Ｋ
男

　

ぼ
く
の
妹
は
二
人
い
る
。
妹

が
上
み
た
い
で
、
ぼ
く
が
弟
み

た
い
だ
け
ど
、
ぼ
く
が
兄
だ
。

だ
か
ら
、
妹
は
妹
。

　

お
や
つ
は
、
い
つ
も
妹
が
多

く
て
ぼ
く
が
少
な
い
。
妹
が
食

べ
き
れ
な
く
て
し
ま
っ
て
お
く

と
、
ぼ
く
が
さ
が
し
て
全
部
食

べ
て
し
ま
う
。

そ
れ
が
わ
か
る
と
、
妹
は
ぼ
く

を
け
と
ば
し
に
き
た
り
、
た
た

き
に
く
る
。
そ
ん
な
と
き
は
、

ぼ
く
が
や
は
り
弟
の
よ
う
だ
。

（
中
日
新
聞
‥
Ｓ
50
・
12
・
４
）

　
┃
そ
の
つ
づ
き
┃

　

上
の
妹
は
、
何
か
と
文
句
を

つ
け
に
く
る
け
ど
、
一
番
下
の

妹
は
、
文
句
を
言
わ
な
い
。
ぼ

く
は
新
聞
配
達
に
行
く
と
き
、

一
番
下
の
妹
は
つ
い
て
く
る
と

い
う
け
ど
、
上
の
妹
は
、
「
新

聞
配
達
な
ん
か
お
も
し
ろ
く
ね

え
」
と
い
っ
て
つ
い
て
こ
な
い
。

　

い
く
ら
に
く
た
ら
し
く
て
も

妹
は
二
人
と
も
か
わ
い
い
。

＊
憎
く
て
も
、
か
わ
い
い
妹
の
た

め
に
か
わ
い
が
っ
て
あ
げ
る
姿

が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 
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氏  

原  

朝  

信

「
班
別
新
聞
」と
学
級
通
信
・
文
集「
ス
ク
ラ
ム
」⑹

総合印刷物企画・プランニング・デザイン・印刷・加工・
オンデマンドデジタル印刷・デジタルメディア企画制作

材
料

作
り
方

寒い夜には、味噌ラーメン食べたいですね。
今、話題の細めんを、夏に残ったそうめんで代用します♪

アレンジ味噌ラーメンおうちは
ラーメン屋さん

《トッピング》
  紅しょうが…適宜
  コーン…適宜

【４人分】
○お湯…（スープ用と茹でめん用）たっぷり
Ⓐ　◦ごま油……大さじ２
　⎛◦にんにく…１片（みじん切り）
Ⓑ⎜◦生　姜……１片（すりおろし）
　⎝◦白ねぎ……１本
　　　（青い部分は細かく輪切り、白い部分は線切り）
　　　　↑トッピングにも少々残しておく
Ⓒ　◦ひき肉……200ｇ　◦塩…少々
　⎛◦酒　　……大さじ２

Ⓓ⎟◦鶏がらスープのもと…大さじ４
　⎟◦味　噌……大さじ６
　⎝◦砂　糖……大さじ２〜３（好みで）
○めん（今回はそうめん…２束）中華めんなら４玉

❶鍋にたっぷりのお湯を沸す。
❷フライパンにⒶを敷き火をつける。あたたまったら中火にし、Ⓑを炒め

香りがでてきたらⒸを加え軽くいためたらⒹを加え味をつけ火を弱火
にしておく。

❸お鍋に❶のお湯を注ぎめんをゆでる。いつもより若干かためにして火を
とめ、いったん水でよく洗い、最後しめでお湯にくぐらせ、ざるあげし
て、どんぶりによそう。

❹盛りつけする。どんぶりの8分目まで❶の湯を注ぎ、❷に加え入れ強火に
して沸騰させる。（味をみて）

❺❹をどんぶりに注ぎトッピングをのせ完成。
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結
婚

　

前
島
と
恵
美
の
間
に
見
え
な
い
カ
ー
テ
ン
が
張
ら
れ
て
い
る
と
、前
島
は
感

じ
だ
し
て
い
た
。恵
美
は
心
の
中
を
覗
か
せ
な
い
。本
心
が
つ
か
め
な
い
。

「
た
だ
い
ま
」

「
お
か
え
り
」

「
す
ぐ
に
食
事
の
用
意
を
し
ま
す
か
ら
少
し
待
っ
て
て
ね
」

「
あ
あ
、
…
」

　

食
事
を
終
え
た
二
人
は
ソ
フ
ァ
ー
に
座
り
テ
レ
ビ
を
見
た
が
、し
ば
ら
く
し

て
電
源
を
切
っ
た
。

「
恵
美
は
い
ま
の
生
活
で
満
足
し
て
い
る
の
か
」

「
の
っ
け
か
ら
難
し
い
質
問
を
さ
れ
る
の
ね
」

「
い
や
ね
、将
来
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
と
思
っ
て
…
」

「
悩
ま
し
い
質
問
ね
」

「
そ
う
か
、ど
う
も
半
導
体
業
界
の
雲
行
き
が
怪
し
く
な
る
予
感
が
す
る
の

だ
」

「
そ
う
な
の
、日
本
は
世
界
一
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
の
？
」

「
い
ま
は
そ
う
だ
よ
。だ
け
ど
研
究
の
最
先
端
か
ら
見
て
い
る
と
、確
実
に
衰

退
傾
向
を
感
じ
る
。会
議
で
も
五
、十
年
先
の
議
論
を
し
て
い
る
が
、明
ら
か

に
そ
の
予
兆
は
出
て
い
る
」

「
保
さ
ん
の
会
社
は
半
導
体
か
ら
撤
退
す
る
の
？
」

「
ほ
と
ん
ど
の
社
員
は
隆
々
と
感
じ
て
い
る
が
、研
究
グ
ル
ー
プ
の
上
層
部
は

強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
」

「
そ
れ
な
ら
そ
の
原
因
を
突
き
詰
め
て
解
決
策
を
考
え
れ
ば
い
い
の
で
は
？
」

「
そ
の
原
因
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
か
、そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
が
バ
ラ
バ
ラ
な
ん

だ
。ト
ッ
プ
は
き
わ
め
て
楽
観
的
な
ん
だ
」

「
あ
な
た
は
ど
う
思
う
の
」

「
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
い
る
の
で
わ
か
る
の
だ
が
、ラ
イ
バ
ル
、と

く
に
韓
国
の
サ
ム
ス
ン
の
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
部
隊
は
当
社
の
二
〇
～

三
〇
倍
の
人
数
を
か
け
て
い
る
。さ
ら
に
増
員
傾
向
に
あ
る
」

「
ど
う
い
う
こ
と
な
の
」

「
日
本
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
は
技
術
に
自
信
を
持
っ
て
い
る
。そ
の
技
術
で
ア

メ
リ
カ
を
凌
駕
し
て
き
た
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
」

「
世
界
の
市
場
に
変
化
が
あ
る
と
言
う
の
？
」

「
そ
う
だ
よ
。中
国
市
場
で
も
精
度
や
品
質
、容
量
の
ニ
ー
ズ
は
ピ
ン
か
ら
キ

リ
な
ん
だ
が
、日
本
は
ピ
ン
の
上
の
さ
ら
に
超
高
精
度
品
質
の
モ
ノ
し
か
目

に
入
ら
な
い
。そ
う
す
る
と
、半
導
体
の
製
造
装
置
の
メ
ー
カ
ー
も
そ
れ
に

合
わ
せ
ざ
る
を
得
な
い
。当
然
、装
置
の
値
段
は
上
が
る
。と
い
う
こ
と
は
最

先
端
の
分
野
で
は
勝
負
が
で
き
る
が
、一
番
市
場
の
大
き
い
汎
用
品
の
市
場

で
は
価
格
の
安
い
半
導
体
が
シ
ェ
ア
を
取
っ
て
い
く
の
だ
」

「
日
本
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
も
価
格
の
安
い
も
の
を
つ
く
れ
ば
い
い
の
で

は
？
」

「
そ
こ
な
ん
だ
。一
度
、高
精
度
の
も
の
を
つ
く
っ
た
ら
下
げ
ら
れ
な
い
の
だ
。

変
な
プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
が
、じ
ゃ
ま
を
す
る
か
ら
だ
。ユ
ー
ザ
ー
か

ら
二
級
品
を
つ
く
っ
て
い
る
と
レ
ッ
テ
ル
を
張
ら
れ
る
の
が
怖
く
て
、品
質

を
落
と
し
た
も
の
に
手
を
出
せ
な
い
」

「
わ
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
」

「
サ
ム
ス
ン
は
膨
大
な
人
数
を
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
に
送
り
込
ん
で
、ど
の
程
度

の
精
度
と
品
質
を
求
め
て
い
る
か
、細
か
く
市
場
調
査
を
し
て
い
る
。そ
し

て
市
場
に
合
わ
せ
た
生
産
ラ
イ
ン
で
つ
く
っ
て
い
る
と
聞
く
」

「
イ
ン
ド
で
数
万
円
の
自
動
車
が
開
発
さ
れ
て
い
る
と
い
う
情
報
も
あ
る
わ

ね
」

「
そ
う
な
ん
だ
、日
本
の
自
動
車
は
燃
費
が
い
い
と
か
、内
装
が
豪
華
だ
と
い

う
こ
と
で
、高
く
て
も
売
れ
る
が
、イ
ン
ド
の
よ
う
に
発
展
途
上
国
で
は
極

端
な
話
、動
け
ば
い
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
大
半
だ
。半
導
体
も
同
じ
で
機
能
、

品
質
よ
り
も
価
格
の
安
い
も
の
を
求
め
て
い
る
。し
か
も
携
帯
電
話
一
つ

と
っ
て
も
、め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い
る
。通
信
会
社
に
し
た
ら
携
帯
そ

の
も
の
を
ゼ
ロ
円
に
し
て
も
、通
信
費
で
稼
げ
ば
い
い
と
い
う
判
断
を
す

る
。だ
か
ら
携
帯
向
け
の
半
導
体
は
ど
ん
ど
ん
下
が
り
続
け
て
い
る
」

「
そ
の
繰
り
返
し
な
ら
い
つ
か
は
行
き
詰
る
ね
」

「
会
社
の
ト
ッ
プ
は
本
当
の
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
と
思
う
が
、自
分
の
時
に

大
き
な
変
化
を
起
こ
し
た
く
な
い
の
で
、問
題
や
課
題
を
先
送
り
し
て
い

る
」

「
保
の
会
社
は
ど
う
な
る
の
？
」

「
す
ぐ
に
、ど
う
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
う
が
…
」

　

保
は
会
社
の
先
行
き
に
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
、新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
に
決
断
で
き
な
い
。と
い
う
よ
り
も
具
体
的
な
考
え
が
な
い
か
ら
心
配
だ

け
を
引
き
ず
っ
て
い
る
。

「
恵
美
の
会
社
も
半
導
体
を
扱
っ
て
い
る
と
思
う
が
、ど
う
な
の
」

「
部
門
が
違
え
ば
、ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
の
よ
。機
会
が
あ
れ
ば
、聞
い
て
お

く
わ
」

「
い
ず
れ
に
し
て
も
楽
観
は
許
さ
れ
な
い
時
期
が
く
る
と
思
う
」

「
そ
の
時
は
、ど
う
す
る
の
」

「
い
ま
は
わ
か
ら
な
い
よ
」

　

夫
婦
の
将
来
に
つ
い
て
は
切
り
出
せ
な
い
。子
宝
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
が
一

層
、保
を
不
安
に
し
て
い
た
が
、ど
う
な
る
か
天
に
任
せ
る
し
か
仕
方
が
な
い
。

専
門
医
は
精
液
を
持
参
し
ろ
と
言
っ
た
。近
く
検
査
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、

結
果
が
怖
く
て
躊
躇
し
て
い
る
。

　

先
に
風
呂
に
入
っ
た
保
は
寝
室
の
ツ
イ
ン
ベ
ッ
ド
に
潜
り
込
み
、そ
の
ま
ま

眠
り
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
も
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
な
生
活
が
続
い
た
。

　

新
入
社
員
の
天
野
聖
子
と
毎
日
の
よ
う
に
得
意
先
に
出
か
け
た
。

「
ど
う
、面
白
い
？
」

「
ま
だ
、覚
え
る
こ
と
が
多
く
て
、面
白
い
か
ど
う
か
判
断
で
き
ま
せ
ん
」

「
そ
ら
、そ
う
だ
な
。技
術
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
言
っ
て
も
、相
手
が
何
を
求

め
て
い
る
か
は
企
業
秘
密
だ
か
ら
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
。結
局
、人
間
関

係
か
ら
信
頼
を
得
て
次
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
知
る
こ
と
し
か
な
い
」

「
得
意
先
と
共
同
研
究
は
し
な
い
の
で
す
か
」

「
ほ
と
ん
ど
な
い
。得
意
先
企
業
は
新
製
品
の
開
発
研
究
は
す
る
が
、半
導
体

メ
ー
カ
ー
は
そ
れ
に
合
わ
せ
た
モ
ノ
を
提
供
す
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、最
終
段
階
で
は
両
社
で
打
ち
合
わ
せ
は
あ
る
が
、当
然
、ラ
イ
バ

ル
に
も
声
を
か
け
て
い
る
の
で
、で
き
る
だ
け
早
く
情
報
を
つ
か
ん
で
研
究

開
発
グ
ル
ー
プ
に
上
げ
な
い
と
、競
争
に
負
け
る
の
だ
」

「
こ
ち
ら
か
ら
提
案
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
か
」

「
そ
こ
な
ん
だ
。い
ま
の
よ
う
な
部
隊
で
は
と
て
も
で
き
な
い
。し
っ
か
り
し

た
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
組
織
を
持
た
な
い
と
対
応
で
き
な
い
。会
社
は
技

術
力
に
自
信
を
も
っ
て
い
る
の
で
、い
い
も
の
、性
能
や
品
質
の
高
い
も
の

が
つ
く
れ
た
ら
、売
り
先
は
い
く
ら
で
も
広
が
る
と
い
う
考
え
に
凝
り
固

ま
っ
て
い
る
」

「
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
担
当
者
の
や
る
気
が
減
退
し

ま
せ
ん
」

「
実
際
は
一
度
、取
引
が
始
ま
っ
た
ら
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
よ
」

「
そ
う
で
す
か
」

　

得
意
先
を
出
て
喫
茶
店
で
休
憩
し
な
が
ら
雑
談
を
交
わ
す
こ
と
も
増
え
た
。

　

新
入
社
員
の
歓
迎
会
が
近
づ
い
て
き
た
の
で
、天
野
に
予
定
を
確
認
し
た
。

「
そ
の
日
は
大
丈
夫
で
す
」

「
何
か
習
い
事
で
も
し
て
い
る
の
？
」

「
英
会
話
の
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
」

「
そ
う
か
。海
外
に
行
き
た
い
の
か
」

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
、国
際
化
が
ま
す
ま
す
進
む
の
で
は
な
い
か
と
、せ
め
て

英
語
だ
け
で
も
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
国
際
化
ね
」

　

保
は
女
房
が
商
社
に
勤
め
て
い
る
こ
と
を
言
お
う
と
し
た
が
、な
ぜ
か
瞬
間

的
に
口
を
つ
ぐ
ん
だ
。ひ
ょ
っ
と
し
て
潜
在
的
に
天
野
と
付
き
合
い
た
い
と
い

う
願
望
が
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

「
前
島
課
長
は
海
外
に
興
味
は
あ
り
ま
せ
ん
？
」

「
そ
う
だ
な
、旅
行
な
ら
い
い
が
、仕
事
で
は
ね
」

「
そ
う
で
す
か
」

　

天
野
は
期
待
は
ず
れ
の
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
。

「
技
術
研
究
な
ら
欧
米
に
研
究
所
も
あ
る
の
で
い
い
が
、マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ

で
は
ほ
と
ん
ど
海
外
に
行
く
こ
と
も
な
い
。行
っ
て
も
営
業
の
お
伴
で
短
期

間
の
出
張
だ
け
だ
」

「
や
は
り
こ
れ
か
ら
は
自
社
で
海
外
市
場
を
開
拓
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で

は
な
い
で
す
か
」

「
そ
の
通
り
だ
が
、技
術
最
優
先
の
ポ
リ
シ
ー
だ
か
ら
力
を
入
れ
な
い
」

「
単
に
商
社
任
せ
の
輸
出
で
は
、国
際
化
の
波
を
乗
り
切
れ
な
い
と
思
い
ま
す

が
、前
島
課
長
は
ど
う
思
い
ま
す
」

　

再
び
、恵
美
の
姿
が
浮
か
ん
だ
。女
性
は
海
外
に
目
を
向
け
て
い
る
が
、男
は

内
向
き
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
、天
野
の
思
い
を
聞
い
て
そ
う
思
う
の
だ
っ
た
。

　

家
路
に
つ
い
た
。

―
恵
美
は
な
ぜ
、結
婚
し
た
の
か
。女
性
が
結
婚
す
る
の
は「
子
ど
も
が
ほ
し

い
」か
ら
で
は
な
い
の
か
。恵
美
に
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
、保
は
当
然
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
た
。だ
が
、恵
美
か
ら
子
ど
も
の
話
が
一
度
も
出
て
こ
な
い
。む
し

ろ
夫
婦
生
活
を
避
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。と
に
か
く
商
社
で
の
仕
事
が
面

白
い
の
か
、家
に
い
て
も
仕
事
の
構
想
を
練
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
い
け
ば
、二
人
の
人
生
は
ど
う
な
る
の
だ
。自
問
す
る
が
解
答
は

で
な
い
。

　

子
ど
も
の
い
な
い
夫
婦
は
い
る
。不
妊
症
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。日

本
で
も
不
妊
症
は
増
え
て
い
る
と
聞
く
。原
因
は
男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
欠
陥
が
あ

る
場
合
と
、双
方
が
原
因
の
場
合
が
あ
る
よ
う
だ
。体
外
受
精
の
技
術
も
発
達

し
て
い
る
が
、精
子
が
問
題
だ
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

　

前
島
保
は
意
を
決
し
て
以
前
訪
れ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
も
ら
っ
た
小
さ
な

容
器
に
精
液
を
入
れ
た
。口
が
小
さ
か
っ
た
の
で
コ
ン
ド
ー
ム
か
ら
移
し
た
。

　

一
週
間
後
、検
査
結
果
を
聞
く
た
め
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪
れ
た
。

「
お
か
し
い
で
す
な
」

　

老
練
な
顔
立
ち
の
医
師
は
け
げ
ん
な
表
情
を
見
せ
る
。

「
ど
う
し
て
で
す
か
」

　

一
瞬
、保
は
不
能
者
と
宣
告
さ
れ
た
と
思
っ
た
。

「
あ
な
た
は
精
液
を
な
に
か
で
移
し
ま
し
た
か
」

「
え
え
。容
器
の
口
が
小
さ
か
っ
た
か
ら
コ
ン
ド
ー
ム
に
と
っ
て
移
し
ま
し

た
」

「
そ
う
で
す
か
。実
は
コ
ン
ド
ー
ム
の
内
側
に
は
精
子
を
殺
す
薬
剤
が
ぬ
っ
て

あ
る
の
で
す
」

「
本
当
で
す
か
」

　

保
は
絶
句
し
て
医
師
の
顔
を
凝
視
し
て
金
縛
り
に
あ
っ
た
よ
う
に
動
け
な

い
。

「
あ
な
た
の
年
齢
で
お
か
し
い
と
思
っ
た
の
で
す
」

「
で
は
後
日
、も
う
一
度
、持
参
し
ま
す
の
で
検
査
を
お
願
い
し
ま
す
」

　

恥
ず
か
し
く
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
出
た
。そ
の
後
、再
検
査

を
し
て
も
ら
っ
た
ら
、精
子
は
正
常
で
あ
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
た
。

「
も
う
結
婚
し
て
三
年
近
く
な
り
ま
す
が
、子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
。両
親

か
ら
孫
の
顔
を
見
た
い
と
催
促
さ
れ
ま
す
の
で
検
査
を
受
け
た
の
で
す
が

…
」

「
不
妊
症
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。奥
さ
ん
が
子
宮
内
膜
症
だ
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、一
度
、検
査
を
す
す
め
ら
れ
た
ら
ど
う
で
す
か
」

「
は
い
」

「
前
島
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
奥
さ
ん
も
働
い
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。夫
婦
生
活
は
う

ま
く
い
っ
て
い
ま
す
か
」

　

保
は
痛
い
と
こ
ろ
を
つ
か
れ
た
。

「
時
々
で
す
が
…
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
続
く
）

※
こ
の
物
語
に
対
す
る
読
者
の
方
々
の
コ
メ
ン
ト
、
体
験
談
を

　

左
記
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
回
は

　
「
就
職
」「
日
本
の
ゆ
く
え
」「
結
婚
」「
夫
婦
」に
つ
い
て
で
す
。

　

物
語
が
進
行
す
る
中
で
織
り
込
む
こ
と
を
試
み
、
一
緒
に
考

　

え
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０
５
６
９
―
３
４
―
７
９
７
１

メ
ー
ル
‥takam

itsu@
akai-shinbunten.net

太平洋上のカツオドリ（著者撮影）

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

著
者
‥
岡
田 

清
治（
お
か
だ
・
せ
い
じ
）

一
九
四
二
年
生
ま
れ  

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

（
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
０
８

代
表
）
著
書
に
『
心
の
遺
言
』

　
　
　

  

『
あ
な
た
は
社
員
の
全
能
力
を

　
　
　
　

引
き 

出
せ
ま
す
か
！
』

　
　
　

 

『
リ
ヨ
ン
で
見
た
虹
』
な
ど
多
数
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「
と
ん
と
昔
、
あ
る
所
に
…
」で
始
ま
る
お

き
ま
り
の
昔
話
を
、
母
は
針
仕
事
を
し
な
が

ら
、
隣
近
所
の
子
ど
も
達
や
、
私
達
兄
妹
に

よ
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
ん
な
ニ
コ
ニ

コ
し
な
が
ら
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
聞
き

入
っ
た
も
の
で
す
。

　

中
で
も
一
寸
法
師
の
お
話
に
は
、
清
水
寺

で
鬼
を
退
治
し
て
、
打
ち
出
の
小
づ
ち
で
大

き
く
成
っ
て
、
お
姫
さ
ま
と
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

ド
で
終
わ
り
で
す
が
、「
お
わ
ん
の
船
に
箸
の

か
い
…
」
の
昔
物
語
歌
を
歌
っ
て
大
満
足
し

た
も
の
で
す
。

　

金
太
郎
、
桃
太
郎
、
浦
島
太
郎
の
三
大
太

郎
話
や
、
色
々
と
昔
話
に
は
歌
が
あ
っ
て
、

小
さ
な
子
か
ら
大
き
な
子
ど
も
達
と
一
緒
に

な
っ
て
歌
っ
て
、
話
の
筋
が
よ
く
理
解
出
来

た
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
生
ま
れ
た
頃
か
ら
、
日
本
は
戦
争
へ

の
道
に
進
み
始
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

そ
の
当
時
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
達
が
、
多
く

の
人
命
や
財
産
を
失
っ
て
、
敗
戦
を
迎
え
る

な
ど
、
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
家
は
、
九
人
兄
妹
の
大
家
族
、
私
は

下
か
ら
三
番
目
と
し
て
生
ま
れ
て
ま
し
た
か

ら
、
服
か
ら
帽
子
な
ど
、
何
か
ら
何
ま
で
お

下
が
り
ば
か
り
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
に
絵
本
や
マ
ン

ガ
、
雑
誌
が
あ
り
ま
し
た
。

講
談
社
発
行
の
戦
国
時
代
の

英
傑
、
秀
吉
や
清
正
、
又
ぶ

ん
ぶ
く
茶
釜
、
舌
切
り
雀
な

ど
の
昔
話
が
あ
り
マ
ン
ガ
で

は
、「
ふ
く
ち
ゃ
ん
」「
の
ら
く

ろ
」「
冒
険
ダ
ン
吉
」な
ど
の
お

兄
さ
ん
の
お
古
、
も
っ
と
古

い
も
の
で
、
私
の
お
気
に
入

り
は
「
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
」
で
し

た
。

　

初
刊
は
大
正
八
年
だ
そ
う

で
す
が
、
何
と
も
モ
ダ
ン
で

ス
マ
ー
ト
な
一
冊
で
し
た
。

　

絵
は
武
井
武
雄
、
岡
本
帰

一
、
村
山
知
義
、
初
山
滋
な

ど
の
一
流
の
画
家
達
で
、
当

時
ま
だ
無
名
で
あ
っ
た
若
い

藤
田
嗣
治
、
東
山
魁
夷
な
ど

の
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。

　

詩
や
文
章
は
、
北
原
白
秋
、

野
口
雨
情
、
西
条
八
十
、
与
田
準
一
、
小
川

未
明
、
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
な
ど
の
一
流
作
家

の
方
々
が
書
い
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
編
集
者
や
、
発
行
元
で
あ
る
東
京

社
の
方
々
の
子
ど
も
達
へ
の
熱
い
思
い
が
感

じ
ら
れ
る
雑
誌
で
す
。

　

全
部
が
揃
っ
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ま
だ
、
毎
月
出
て
い
た
の
で
、
時
に
は

新
刊
も
目
に
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
大
切
な
宝
物
を
手
に
す
る
よ
う
に
、
そ

れ
は
、
そ
れ
は
楽
し
み
の
ひ
と
時
で
し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

母
は
、
モ
ダ
ン
な
セ
ー
タ
ー
の
絵
を
見
て
、

私
達
に
セ
ー
タ
ー
を
編
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

近
所
の
お
ば
さ
ん
達
が「
可
愛
い
い
わ
」と

評
判
と
成
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

詩
の
中
か
ら
は
、
雨
情
の
「
あ
の
町
こ
の

町
」「
七
つ
の
子
」「
波
浮
の
港
」な
ど
、
西
条

八
十
の「
鞠
と
殿
様
」北
原
白
秋
の「
ア
メ
フ

リ
」
な
ど
、
色
々
な
童
謡
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
も
皆
ん
な
で
楽
し
く
歌
っ
た
も

の
で
す
。

　

一
昨
年
、「
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
」の
名
作
選
が

発
刊
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
な
つ
か
し
い
作
品

に
又
出
会
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

戦
争
が
激
し
く
成
っ
て
く
る
と
、「
少
年
倶

楽
部
」
な
ど
に
は
、
戦
争
で
激
し
く
戦
っ
て

い
る
場
面
が
多
く
な
り
、
世
の
中
は
軍
国
少

年
、
少
女
の
時
代
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た

が
、
母
の
語
っ
て
く
れ
る
お
話
は
、
何
時
も

何
時
も
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
、
楽
し
い
お
話
ば

か
り
で
し
た
。

　

私
が
長
女
を
出
産
し
、「
さ
て
こ
の
子
を
幸

せ
に
し
て
あ
げ
る
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

あ
げ
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
母
に
問

う
と
「
廻
り
の
人
達
の
温
か
な
愛
情
は
、
勿

論
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
け
ど
、
心
の
豊
か

な
子
に
し
て
あ
げ
る
と
い
い
わ
ね
」
と
。「
で

は
心
を
豊
か
に
す
る
に
は
、
何
を
す
れ
ば
」

と
重
ね
て
問
う
と
「
心
の
中
に
豊
か
な
泉
を

持
た
せ
て
あ
げ
る
こ
と
、
泉
は
自
然
に
湧
く

も
の
で
は
な
く
、
地
下
の
水
源
を
何
か
が
刺

激
し
て
湧
き
上
が
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
だ

か
ら
、
こ
の
子
の
心
の
中
に
、
優
し
い
言
葉

を
た
く
さ
ん
、
た
く
さ
ん
掛
け
て
あ
げ
る
の

よ
、
そ
れ
に
は
絵
本
が
あ
る
で
し
ょ
。
絵
本

は
優
し
い
言
葉
に
、
美
し
い
挿
絵
が
あ
り
、

素
敵
で
し
ょ
。」

　
「
絵
本
は
手
に
取
っ
て
見
れ
る
美
術
館
で

す
よ
。」と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
ん
で
私
の
子
育
て
は
絵
本
と
一
緒

で
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

　

市
立
図
書
館
で
主
婦
の
方
々
が
読
み
聞
か

せ
を
始
め
ま
し
た
。

　

私
も
仲
間
に
入
っ
て
、
も
う
30
年
近
く
に

な
り
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
に
は
、
図
書
館
を

訪
れ
る
子
ど
も
達
に
続
け
て
い
ま
す
。

　

活
字
ば
な
れ
や
、
読
書
ば
な
れ
が
進
ん
で

国
や
文
部
科
学
省
は
、
や
っ
と
子
ど
も
読
書

の
日
を
作
っ
た
り
各
地
の
市
町
村
も
、
子
ど

も
読
書
推
進
事
業
や
、
五
ヶ
年
計
画
な
ど
を

作
っ
て
、
子
ど
も
達
へ
の
読
書
に
力
を
尽
く

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

西
尾
市
で
も
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
協
力
し
読
み
聞
か
せ
や
、
図
書
館
の
お
手

伝
い
な
ど
で
多
く
の
人
達
が
、
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

私
も
そ
の
中
の
一
人
と
し
て
、
小
学
校
や

保
育
園
で
の
お
は
な
し
会
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
輝
く
目
の
中
に
心
豊
か
な
子

ど
も
に
と
願
い
な
が
ら
、
日
々
精
進
し
て
い

ま
す
が
、
何
故
こ
ん
な
気
持
ち
に
な
れ
た
の

か
は
、
も
う
何
十
年
も
前
の
こ
と
、
止し

揚よ
う

学

園
々
長
、
福
井
達
雨
さ
ん
の
、
こ
ん
な
言
葉

に
出
会
っ
た
か
ら
で
す
。

　
「
心
の
中
に
燃
え
る
人
間
の
ふ
る
里
を
持

た
せ
て
や
り
た
い
。
見
え
な
い
も
の
、
美
し

い
も
の
を
直
感
し
感
動
す
る
心
や
、
あ
り
の

ま
ま
の
姿
で
何
に
も
、
恐
れ
ず
、
自
分
か
ら

ぶ
つ
か
っ
て
行
く
、
強
さ
、
熱
さ
、
静
か
な

心
の
よ
ろ
こ
び
を
持
た
せ
て
や
り
た
い
。」何

ん
と
す
ば
ら
し
い
言
葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
達
を
、
こ
ん
な
眼
差
し
で
見
て

い
こ
う
、
子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
て
、
物
事

を
見
つ
め
て
い
こ
う
と
決
意
さ
せ
て
く
れ
た

一
言
で
す
。

　

読
書
活
動
を
続
け
て
い
る
と
、
時
と
し
て
、

絵
本
作
家
の
方
達
と
、
御
一
緒
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
、
長
谷
川
摂
子
さ
ん

が
「
人
間
の
芯
に
な
る
プ
ラ
イ
ド
は
競
争
や

比
較
で
は
育
た
な
い
。
あ
な
た
は
世
界
で

た
っ
た
一
人
の
か
け
が
え
の
な
い
存
在
。
あ

な
た
が
い
る
こ
と
で
周
囲
の
私
た
ち
は
幸
せ

に
な
れ
る
、
と
い
う
大
人
の
無
償
の
愛
情
を

子
ど
も
に
絶
え
ず
感
じ
さ
せ
な
け
れ
ば
そ
れ

は
育
た
な
い
。
そ
の
こ
と
が
後
で
子
ど
も

達
に
も
社
会
に
も
大
き
な
収
穫
と
な
る
」
と

教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
の
こ
れ
か
ら
も
、

大
好
き
な
子
ど
も
達
の
幸
せ
を
願
い
な
が
ら
、

大
好
き
な
絵
本
と
共
に
過
ご
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　   

絵
本
と
私  

─
─
　
杉 

浦
　
千
代
子

カット　杉 浦 大 介

杉
浦
千
代
子
さ
ん
は
、西
尾
市
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
読
み
き
か
せ
の
会「
水

曜
お
は
な
し
会
」の
代
表
を
務
め
て
み
え

ま
す
。こ
の
会
は
、そ
の
活
動
が
高
く
評

価
さ
れ
、昨
年
、「
緑
授
褒
章
」を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
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▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
3『
あ
ひ
る
の
親
子
』・
十
二
月
七
日

（
金
）〜
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日（
金
）の
金
曜
日
・
全

十
五
回
コ
ー
ス  

午
前
十
時
半
〜
同
十
一
時
半  

内
容  

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
親
子
で
身
体
を
動
か
す
、ふ
れ
あ

い
遊
び
で
す  

講
師  

サ
ン
フ
ェ
ロ
ー
ズ
所
属
員  

対
象  

来
年
度
就
園
を
迎
え
る
子
ど
も
と
そ
の
親（
二
人
一
組
）  

定
員  

三
十
五
組（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
・
託
児

あ
り
）  

参
加
費  

親
子
一
組
三
千
円（
十
五
回
分
・
託
児

希
望
の
方
は
別
に
一
人
三
千
八
百
円
）

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
４『
キ
ッ
ズ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ク
ラ

ブ
』・
十
二
月
五
日（
水
）〜
二
十
五
年
二
月
二
十
日（
水
）

の
水
曜
日
・
全
十
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時
〜
同
十
一
時

　

内
容　

親
子
が
遊
び
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
英
語
に
親

し
み
ま
す　

講
師　

竹
本
マ
リ
ビ
ッ
ク
さ
ん　

対
象　

お
お
む
ね
二
歳
〜
就
園
前
の
子
ど
も
と
そ
の
親（
二
人

一
組
）　

定
員　

十
組（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）  

参
加
費  

一
組
四
千
五
百
円

▼
創
作
ク
ラ
ブ「
み
の
む
し
ぶ
ら
ん
こ
」・
一
日（
木
）〜

三
十
日（
金
）の
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半　

内
容　

糸

巻
き
や
針
金
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
て
、や
じ
ろ

べ
え
を
作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個
五
十
円

▼
季
節
の
工
作「
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
か
し
」・
一
日（
木
）

〜
三
十
日（
金
）の
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半  

内
容  

紙

筒
や
色
画
用
紙
・
布
な
ど
を
使
っ
て
、見
て
も
楽
し
い
ク

リ
ス
マ
ス
の
お
菓
子
を
作
り
ま
す  

材
料
費  

一
個
百
円

▼
ち
っ
ち
ゃ
な
い
ろ
あ
そ
び「
サ
ン
タ
さ
ん
の
に
が
お

え
」・
二
十
日（
火
）〜
三
十
日（
金
）の
午
前
九
時
〜
午
後

四
時
半　

内
容　

染
色
用
の
ペ
ン
で
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

の
似
顔
絵
を
描
き
ま
す　

材
料
費　

一
枚
五
十
円

▼
い
ろ
あ
そ
び「
へ
び
も
よ
う
を
つ
く
ろ
う
」・
二
十
日

（
火
）〜
三
十
日（
金
）の
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半　

内

容　

紐
で
縛
っ
た
布
を
染
め
て
、面
白
い
ヘ
ビ
模
様
を

楽
し
み
ま
す　

材
料
費　

一
枚
二
百
円

▼
草
木
染
め「
す
お
う
で
や
さ
し
い
ピ
ン
ク
を
そ
め
よ

う
」・
二
十
日（
火
）〜
二
十
二
日（
木
）の
午
前
九
時
〜
午

後
四
時
半　

内
容　

ス
オ
ウ
を
使
っ
て
ピ
ン
ク
色
に
布

を
染
め
て
楽
し
み
ま
す　

材
料
費　

一
枚
四
百
円
〜　

そ
の
他　

限
定
三
十
枚

▼
木
の
葉
木
の
実
で
あ
そ
ぼ
う
・
十
日（
土
）〜
二
十
五

日（
日
）の
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半　

内
容　

木
の
葉

や
木
の
実
な
ど
を
飾
り
付
け
、晩
秋
を
楽
し
む
作
品
を

作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個
三
百
円

▼
特
別
工
作　

干
支（
へ
び
）・
十
日（
土
）〜
二
十
五
年

一
月
十
四
日（
月
・
祝
）の
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半　

内
容　

和
紙
や
折
り
紙
・
組
紐
な
ど
を
使
っ
て
、来
年
の

干
支
の
ヘ
ビ
を
作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個
百
円

▼『
第
17
回　

知
多
市
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
ク
リ
ス
マ

ス
会
』・
二
十
五
日（
日
）午
前
九
時
〜
午
後
四
時
ま
で

　

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
工
作（
キ
ャ
ン
ド
ル
・
Ｂ
Ｏ
Ｘ

ハ
ウ
ス
・
ト
ナ
カ
イ
く
ん
・
お
か
が
み
さ
ん
・
ペ
ン
ダ
ン

ト
づ
く
り
・
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
・
ス
ノ
ー
マ
ン
）、サ
ン
タ

の
家
に
あ
そ
び
に
い
こ
う
！
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊

り
、ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
演
奏
、マ
ジ
ッ
ク
と
サ
ン
タ
踊

り
、読
み
聞
か
せ
、ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
、ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏
、朝
市
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、だ
ん
ご
・
う
ど
ん
・

焼
き
い
も
・
か
り
ん
と
う
・
ラ
ス
ク
な
ど
の
販
売
、他　

参
加
費　

無
料（
工
作
は
有
料
。限
定
数
あ
り
）　

＊
日

頃
の
感
謝
を
込
め
て
、ク
リ
ス
マ
ス
工
作
は
二
十
四
日

（
土
）も
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
知
多
市
地
域
文
化
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
共
栄
窯

▼
池
島
玲
子
陶
展
・
十
七
日（
土
）〜
十
二
月
二
日（
日
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
ｅ
ｒ
ａ（
常
滑
市
観
光
プ
ラ
ザ
内
）

▼
平
野
政
志
陶
展
・
〜
五
日（
月
）午
前
九
時
〜
午
後
五

時
半　

無
料

▼
水
野
真
澄
陶
展
・
九
日（
金
）〜
十
九
日（
月
）午
前
九

時
〜
午
後
五
時
半　

無
料

▼
鯉
江
廣
作
陶
展
・
二
十
三
日（
金
・
祝
）〜
十
二
月
三
日

（
月
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半　

無
料

◎
常
滑
屋

▼
天
然
色
手
染
工
房
は
ち
は
ち　

工
房
・
木
久
里「
木
の

ぬ
く
も
り　

自
然
の
色
、秋
冬
の
服
」・
〜
四
日（
日
）

▼
ア
ト
リ
エ
紗
衣「
可
愛
い
大
人
の
楽
ち
ん
お
し
ゃ

れ
」・
十
三
日（
火
）〜
十
八
日（
日
）

▼
つ
る
か
ご
の
会「
つ
る
や
樹
皮
を
使
っ
た
か
ご
・
ラ
ン

プ
シ
ェ
ー
ド
」・
二
十
日（
火
）〜
二
十
五
日（
日
）

◎
陶
芸
サ
ロ
ン
陶
美
園

▼
布
花
展（
石
倉
早
苗
）・
十
七
日（
土
）〜
二
十
五
日

（
日
）午
前
十
時
〜
午
後
五
時（
水
休
み
）　

二
十
二
日

（
木
）布
花
講
習
会

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
セ
ピ
カ（
ま
る
ふ
く
内
）

▼
森
の
３
人
展　

ト
ザ
キ
ケ
イ
コ
、阪
野
麻
利
央
、福
田

陽
子
・
〜
四
日（
日
）

▼
四
代 

山
田
常
山 

作
陶
展
・
九
日（
金
）〜
十
九
日（
月
）

▼
森
遊
子 

作
陶
展
・
二
十
三
日（
金
・
祝
）〜
十
二
月
三
日

（
月
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
）

▼
遊
季
窯
展　

安
部
季
久
・
一
日（
木
）〜
六
日（
火
）午

前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
中
村
洋
子
展
・
八
日（
木
）〜
十
三
日（
火
）午
前
九
時

〜
午
後
五
時

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
十
五
日（
木
）〜
二
十
日（
火
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
ア
ト
リ
エ
あ
い
・
親
子
で
作
陶
展
・
二
十
二
日（
木
）〜

二
十
七
日（
火
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
一
菁
陶
園
展
・
八
木
孝
幸
・
二
十
九
日（
木
）〜
十
二
月

四
日（
火
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時

◎
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
）

▼
一
菁
陶
園
展
・
八
木
孝
幸
・
一
日（
木
）〜
十
三
日（
火
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
十
五
日（
木
）〜
二
十
日（
火
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
晩
秋
の
器
展
・
陶
房
杉
・
二
十
二
日（
木
）〜
二
十
七
日

（
火
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼「
陶
と
灯
の
日
」ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

作
品
展
・
二
十
九
日（
木
）〜
十
二
月
四
日（
火
）午
前
九

時
〜
午
後
五
時

◎
方
円
館

▼
冨
本
タ
ケ
ル
陶
展
・
〜
七
日（
水
）

▼
山
田
想
陶
展
・
九
日（
金
）〜
二
十
一
日（
水
）

◎
武
豊
町
立
図
書
館

▼
読
書
感
想
画
展
・
二
十
九
日（
木
）ま
で

▼
図
書
館
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
二
・
三
日（
土
・
祝
）本
の
リ
サ

イ
ク
ル
・
お
は
な
し
会
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お
り
作
り
な
ど

▼
文
学
講
座「
現
代
歌
人
を
め
ぐ
っ
て
②
」・
七
日
〜

十
二
月
十
二
日
毎（
水
）午
後
一
時
半
〜
同
三
時  

計
六

回  

講
師  

牧
田
利
秋
さ
ん  

定
員  

三
十
名
ほ
ど（
申
込

み
要
）

▼
ぬ
い
ぐ
る
み
の
図
書
館
お
と
ま
り
会
・
二
十
四
日

（
土
）申
込
み
要（
十
日
午
前
九
時
〜
）

◎
武
豊
町
中
央
公
民
館

▼
パ
ソ
コ
ン
広
場
・
一
日
、八
日
、十
五
日
、二
十
二
日
、

二
十
九
日
各（
木
）午
後
一
時
半
〜
同
四
時
半

▼
福
寿
大
学
⑦「
歌
っ
て
若
返
る
童
謡
講
座
」・
七
日

（
水
）午
前
十
時
〜
正
午  

講
師  

水
田
哲
夫
さ
ん  

定
員

　

二
百
五
十
名（
武
豊
町
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方
）  

無
料

▼
パ
ソ
コ
ン
わ
い
わ
い
相
談
室
・
十
日
、二
十
四
日
各

（
土
）午
後
一
時
半
〜
同
四
時　

無
料

▼
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
「
親
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
教

育
」・
十
三
日（
火
）午
前
十
時
〜
正
午　

参
加
費　

無
料

　

参
加
自
由
・
子
ど
も
連
れ
Ｏ
Ｋ　

問
合
せ　

知
多
家

庭
教
育
研
究
会　

☎
72
─
１
９
０
２

▼
親
業
体
験
！
学
習
会「
セ
ル
フ
ボ
ッ
ク
ス
」・
十
三
日

（
火
）午
前
十
時
〜
正
午　

貴
方
自
身
を
表
す
箱
を
作

り
ま
す　

作
っ
て
い
く
過
程
で
の
気
づ
き
を
、参
加
者

同
士
で
分
か
ち
合
う　

講
師　

親
業
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー　

参
加
費　

千
百
円　

参
加
自
由　

託
児
申
込
み

要（
有
料
）　

問
合
せ　

親
業
サ
ー
ク
ル
稲
葉
☎
72
─

７
１
３
８

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
お
料
理
教
室
・
①
十
八
日　

②
十
二

月
十
六
日　

③
二
十
五
年
二
月
十
七
日　

各
第
三（
日
）

午
前
十
時
〜
午
後
二
時　

講
師　

石
川
ゆ
り
子
さ
ん　

定
員　

各
回
六
グ
ル
ー
プ（
一
グ
ル
ー
プ
六
名
ま
で
）　

参
加
費　

一
グ
ル
ー
プ
三
千
円　

申
込
み
要

▼
子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座「
お
掃
除
ア
ロ
マ
ス
プ

レ
ー
作
り
」・
二
十
一
日（
水
）午
前
十
時
半
〜
正
午　

講

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　Smiley　Dream

　

定
員　

二
十

名（
申
込
み
要　

九
日（
金
）ま
で
）　

参
加
費　

五
百
円

◎
武
豊
町
民
会
館

▼
武
豊
町
民
文
化
祭
・
三
日（
土
・
祝
）、四
日（
日
）

▼
第
二
十
九
回
産
業
ま
つ
り
・
十
日（
土
）、十
一
日（
日
）

▼
石
膏
デ
ッ
サ
ン
体
験
教
室
ア
ド
バ
ン
ス
・
十
五
日

（
木
）〜
十
八
日（
日
）毎
午
後
六
時
半
〜
同
八
時
半　

計

四
回　

定
員　

十
名（
小
学
五
年
生
以
上
、経
験
者
優

先
）　

申
込
み
要

▼
武
豊
オ
ー
タ
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ　

女
優　

藤
田
弓
子

さ
ん「
い
つ
も
何
か
に
と
き
め
い
て
い
よ
う
〜
生
き
る

勇
気
と
知
恵
を
与
え
ま
す
！！
〜
」・
十
七
日（
土
）午
後
二

時
開
演　

整
理
券
配
布
終
了

▼
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
作
品
展
覧
会（
木
工
作
家　

神
谷
長
幸

さ
ん
、佳
孝
さ
ん
親
子
が
作
製
し
た
模
型
の
作
品
展　

作
品
を
実
際
に
動
か
す
こ
と
が
出
来
ま
す
）・
十
七
日

（
土
）午
前
十
時
〜
午
後
七
時
、十
八
日（
日
）午
前
十
時

〜
午
後
五
時　

無
料

▼
田
中
靖
人（
サ
ク
ス
フ
ォ
ン
）＆
白
石
光
隆（
ピ
ア
ノ
）

コ
ン
サ
ー
ト「
プ
リ
ズ
ム
」・
十
八
日（
日
）午
後
三
時
開

演　

曲
名　

ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
（
Ｃ
・
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー　

ユ
ー
ジ
ン
・
ル
ソ
ー
編
曲
）他

▼
レ
ゴ
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
教
室　

中
級
・
二
十
四
日（
土
）、

二
十
五
日（
日
）各
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
半　

講
師　

伊
藤
勤
さ
ん　

定
員　

各
七
名
ず
つ（
レ
ゴ
ロ
ボ
ッ
ト

製
作
教
室
初
級
修
了
者
）　

参
加
費　

無
料

▼
ヨ
ン
リ　

ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
・
二
十
一
日（
水
）

午
前
十
時
半
開
演　

ピ
ア
ノ　

早
瀬
洋
子
・
お
話　

向

川
原
愼
一　

曲
名　

オ
ペ
ラ「
椿
姫
」よ
り（
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
）　

金
子
み
す
ず
の
詩
に
よ
る
曲
他

◎
武
豊
町
総
合
体
育
館

▼
秋
季
町
民
卓
球
大
会
・
四
日（
日
）

▼
第
十
八
回
キ
ッ
ズ
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
・
十
八
日

（
日
）

◎
お
お
あ
し
児
童
館

▼
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
作
ろ
う
・
一
日（
木
）〜
三
十
日

（
金
）各
午
前
十
時
半
〜
午
後
四
時
半

▼
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
・
十
八
日（
日
）午
後
一
時

半
〜
同
三
時

▼
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
遊
ぼ
う
・
二
十
五
日（
日
）午

後
一
時
半
〜
同
三
時

◎
く
す
の
き
児
童
館

▼
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
作
ろ
う
・
一
日（
木
）〜
三
十
日

（
金
）各
午
前
十
時
半
〜
午
後
四
時
半

▼
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
で
遊
ぼ
う
・
十
七
日（
土
）午
前
十

時
半
〜
正
午
・
午
後
一
時
半
〜
同
三
時

◎
長
尾
児
童
館

▼
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
作
ろ
う
・
一
日（
木
）〜
三
十
日

（
金
）各
午
前
十
時
半
〜
午
後
四
時
半

▼
ベ
ル
演
奏
を
し
よ
う
・
十
八
日（
日
）、二
十
三
日（
金
・

祝
）、二
十
五
日（
日
）各
午
前
十
時
半
〜
同
十
一
時
半

◎
半
田
空
の
科
学
館

▼
十
一
月
の
星
見
会「
秋
の
星
座
を
見
よ
う
」・
十
七
日

（
土
）午
後
六
時
半
〜
同
八
時　

定
員　

六
十
名（
小
学

生
以
上
）　

観
覧
料　

小
人
二
百
円　

大
人
三
百
円

▼
特
別
講
座「
ぐ
る
ー
デ
コ
グ
ラ
ス
」・
十
八
日（
日
）午

後
二
時
〜
同
三
時
半　

講
師　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
家

　

平
岡
広
氏　

定
員　

二
十
組
四
十
名　

参
加
費　

千
五
百
円

◎
碧
南
白
竹
木
材　

白
竹
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
鈴
木
富
美
作
品
集「
四
十
年
の
刻
」ペ
ン
画
、ち
ぎ
り

絵
、切
り
絵
、エ
ッ
セ
イ
等
作
品
展
・
十
六
日（
金
）〜

二
十
一
日（
水
）　

※
切
り
絵
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス　

十
八

日（
日
）午
後
二
時
〜　

※
朗
読
会　

坂
田
佳
代
さ
ん
賛

助
参
加　

二
十
日（
火
）午
後
二
時
〜

▼
寺
社
下
景
子（
陶
）・
由
良
渓
春（
書
）二
人
展
・
二
十
三

日（
金
・
祝
）〜
二
十
七
日（
火
）

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

　
　

日
本
工
芸
会　

正
会
員

　
　
　

陶
房　

小
出
庵

　　
　
　

小　

出　

芳　

弘
さ
ん

　

外
は
手
付

か
ず
の
自
然

に
囲
ま
れ
、緑

が
広
が
っ
て

い
る
。こ
こ
は
、

な
か
な
か
得

が
た
い
空
間

だ
。
来
る
だ

け
で
、日
常
の

せ
わ
し
さ
を

忘
れ
て
、リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
隠
れ
家
的
サ
ロ
ン

だ
。ま
た
、隠
居
生
活
に
は
ピ
ッ
タ
リ
の
い
い
と

こ
取
り
の
工
房
な
の
だ
。

　

本
職
の
教
師
を
し
な
が
ら
、週
末
は
こ
の
隠
れ

家
で
作
陶
し
て
い
た
。
退
職
後
は
隠
れ
家
に
籠
り
、

大
好
き
な
陶
芸
を
楽
し
ん
で
い
る
。こ
の
生
活
も

10
年
が
過
ぎ
た
。

　

工
房
は
教
え
子
や
仲
間
が
集
い
、人
と
人
を
つ

な
ぎ
、楽
し
さ
を
も
た
ら
す
。
毎
日
、何
時
も
笑
い

声
が
響
い
て
い
る
。

　

４
棟
か
ら
な
る
建
物
は
、小
出
さ
ん
と
そ
の
仲

間
た
ち
と
で
造
り
上
げ
た
。
風
情
あ
る
自
慢
の
家

だ
。
高
い
天
井
に
囲
炉
裏
、時
代
を
感
じ
さ
せ
る

梁
は
昔
ば
な
し
の
世
界
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
感
覚
だ
。

　

早
速
、小
出
さ
ん
が
お
抹
茶
を
点
て
て
く
れ
た
。

ち
ょ
っ
と
薄

暗
く
、肌
寒
い

部
屋
の
中
で

い
た
だ
く
お

抹
茶
に
ホ
ッ

と
す
る
。お
も

て
な
し
を
す

る
抹
茶
茶
碗

は
も
ち
ろ
ん
、

小
出
さ
ん
の
自
信
作
で
あ
る
井
戸
茶
碗
だ
。こ
の

井
戸
茶
碗
は
、ど
っ
し
り
と
し
て
い
て
重
厚
な
印

象
を
受
け
る
。
暖
か
さ
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
小
出

さ
ん
の
茶
碗
は
、私
の
手
に
す
っ
ぽ
り
と
収
ま
り
、

日
々
の
暮
ら
し
に
豊
か
さ
が
あ
る
こ
と
を
、そ
っ

と
教
え
て
く
れ
た
。

　

小
出
さ
ん
の
師
匠
は
、江
崎
一
生
氏
だ
。
江
崎

氏
は
常
滑
出
身
で
あ
り
、幻
の
人
間
国
宝
と
い
わ

れ
、鎌
倉
〜
室
町
時
代
に
か
け
て
焼
か
れ
た
古
常

滑
の
灰
釉
や
自
然
釉
の
研
究
に
生
涯
を
費
や
し
、

古
常
滑
の
再
現
に
成
功
し
た
人
物
で
あ
る
。
江
崎

氏
と
の
出
会
い
は
決
定
的
だ
っ
た
。

　

こ
の
出
会
い
で
、小
出
さ
ん
は
こ
の
素
晴
ら
し

い
古
常
滑
を
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
い
う

義
務
感
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
を
読
み
す
ぎ
て
、

幅
広
い
知
識
を
得
て
、難
解
な
道
に
迷
い
込
ん
で

し
ま
っ
た
こ
と
も
、少
な
く
な
か
っ
た
。ず
い
ぶ

ん
と
、お
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
今
、や
っ

と
素
直
に
次
世
代
を
担
う
若
者
に
古
常
滑
の
素

晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
自
分
の
も
っ
て

い
る
も
の
全
て
を
伝
授
し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。そ
の
役
割
り
を
小
出
さ
ん
自
身
が
担
っ

て
い
る
と
、自
負
し
て
い
る
。   （
赤
井 

伸
衣
）

手づくり・手紡ぎ
手織りの洋服

全国で人気のオリジナルデザイン帽子
この秋の貴女のお洒落のお手伝いを致します

帽子工房 キャペ 
デザイナー 加藤小夜子

初日はナイター営業いたします。お仕事帰りにぜひどうぞ。
会期  11月20日㈫ 11：00am〜7：00pm
	        21日㈬ 10：00am〜3：00pm
会場  尚古荘
	 西尾市錦城町176-1  TEL0563-53-0380

とき／2012年11月23日〜26日
AM10：00〜PM4：00

＊時間外にしかお越しになれない方、相談に応じます。

ところ／セイミおふぃす（Pあり） 半田市宮本町二丁目151-3
でんわ  0569-89-7127

お問い合わせ先
イネ・セイミ
半田市宮本町二丁目151-3
TEL0569-89-7127

雨
月
か
な
皓
皓
と
あ
る
街
路
灯	

吉
田
ひ
ろ
し

朝
一
の
バ
ス
が
行
く
な
り
台
風
過	

冨
田　

悦
子

堤
防
に
人
の
集
ま
る
鯊は

ぜ

日
和	

　
　
　
　

林　
　

京
子

吾
子
の
事
望
み
叶
え
て
十
三
夜	

浦
崎
ひ
と
み

曼
珠
沙
華
竹
馬
の
友
も
老
ひ
に
け
り	

藤
井　

文
月

初は
つ

穂ほ

曳ひ
き

伊
勢
神
宮
の
寒か

ん

露ろ

か
な	

清
水
ド
ラ
吉

檀
家
寺
門
で
も
て
な
し
こ
ぼ
れ
萩	

杉
江　

タ
エ

仰
ぎ
て
も
風
の
音
の
み
無
月
か
な	

江
端　

久
恵

一
面
に
揺
れ
て
コ
ス
モ
ス
村
は
ず
れ	

村
井　

範
子

頬
な
で
る
秋
風
受
け
て
畑
仕
事	

竹
内
ユ
ミ
子

秋
の
空
隅
な
く
澄
み
て
よ
り
高
し	

渡
辺　

民
子

日
照
ら
し
美
人
の
花
の
香
り
立
つ	

山
中　

博
子

朝
陽
浴
び
羽
根
輝
か
せ
秋
茜	

　
　
　
　

都
築　

信
子

腕
白
の
食
ふ
は
食
ふ
は
や
豊
の
秋	

竹
内　

艶
子

焼や

き
焙あ

ぶ

り
お
ろ
し
大
根
初
秋
刀
魚	

服
部　

窯
平

大
嵐
過
ぎ
て
名
月
清
め
け
り	

　
　
　
　

塚
本　

千
鶴

犬
散
歩
釣
瓶
落
し
の
帰
り
道	

　
　
　
　

谷
川
と
志
江

入
相
の
鐘
の
余
韻
や
秋
澄
め
り	

片
岡　

光
子

神
の
旅
ト
イ
レ
の
神
も
加
わ
れ
り	

斉
藤　

浩
美

香
り
な
き
中
国
産
の
土
瓶
蒸
し	

村
田　

政
子

狛
犬
の
手
持
ち
無
沙
汰
な
神
の
留
守	

加
藤　

久
子

台
風
一
過
背
中
を
干
す
や
鳥
大
群	

澤
田　

藤
子

ま
だ
当
分
が
ん
ば
る
つ
も
り
大
根
蒔
く	

村
井
み
さ
を

掘
り
た
て
の
親
よ
り
は
な
す
衣
被	

中
村　

和
弘

添
水
鳴
る
迷
い
心
の
消
え
に
け
り	

岩
田
つ
ま
子

よ
れ
よ
れ
の
本
持
つ
講
師
秋
湿
地	

竹
内
三
千
彦

富
士
仰
ぎ
日
本
平
の
氷
菓
子	

　
　
　
　

谷
川　

利
子

体
調
の
少
し
戻
り
ぬ
白
露
の
日	

幾
世
八
千
代

の
ぼ
り
窯
秋
の
か
ほ
り
や
散
歩
道	

柴
山　

庄
山

早
起
き
し
秋
海
棠
を
画
き
け
り	

中
村　

洋
子

郷土を知る（百八十一）
奥 川 弘 成

　

城
　
③

　

愛
知
県
中
世
城
館
跡
調
査

報
告
が
尾
張
、
西
三
河
、
東

三
河
、
知
多
の
四
分
冊
で
愛

知
県
教
育
委
員
会
か
ら
発
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
は
、

城
館
の
研
究
者
が
、
県
内
の

一
二
五
一
ケ
所
も
の
城
や
中

世
の
館
を
実
見
し
、
記
録
が

さ
れ
た
労
作
で
す
。
詳
細
分

布
図
も
あ
り
、
城
を
訪
ね
る

に
は
便
利
で
す
。
城
主
、
城

の
概
要
の
記
載
が
有
る
も
の

も
あ
り
、
大
変
参
考
に
な
り

ま
す
。
図
書
館
や
博
物
館
な

ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　

県
内
の
千
ケ
所
以
上
の
城

の
う
ち
、
知
多
半
島
で
は
、

八
四
ケ
所
が
と
り
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
報
告
に
は
、

城
主
の
ほ
か
に
城
の
立
地
や

時
期
、
規
模
な
ど
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

武
豊
町
に
あ
る
長
尾
城

は
、
立
地
が
段
丘
端
に
あ
っ

て
、
標
高
六
ｍ
。
周
り
と
の

比
高
差
が
四
ｍ
。
規
模
が

四
十
間（
七
二
ｍ
）×
三
十
四

間
（
六
一
ｍ
）
の
お
お
よ
そ

一
二
〇
〇
坪
。
城
主
岩
田
杲

貞
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冨
貴
城
は
、
立
地
が
段
丘

端
。
標
高
一
〇
ｍ
ほ
ど
。
比

高
差
五
ｍ
。
規
模
が
七
反
八

畝（
二
三
四
〇
坪
）。

城
主
は
戸
田
法
雲
と
あ
り
ま

す
。

　

北
に
隣
接
す
る
半
田
市
成

岩
城
も
立
地
が
同
様
で
、
標

高
七
ｍ
。
比
高
差
五
ｍ
。
規

模
が
二
三
〇
間（
四
一
四
ｍ
）

×
三
五
間（
六
三
ｍ
）の
お
お

よ
そ
七
〇
〇
〇
坪
あ
り
榎
本

了
園
や
梶
川
氏
が
城
主
だ
と

い
い
ま
す
。

　

南
で
は
、
美
浜
町
布
土
城

は
、
規
模
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
段
丘
端
に
あ
り
、

標
高
が
一
〇
ｍ
、
比
高
差
六

ｍ
で
五
〇
〇
〇
坪
ほ
ど
あ
っ

た
い
ま
す
。
城
主
は
水
野
氏

で
す
。

　

武
豊
町
と
隣
接
す
る
城
は

す
べ
て
こ
の
二
つ
の
城
を
比

較
す
る
と
城
の
高
さ
や
位
置

は
大
き
な
違
い
が
な
く
、
城

の
大
き
さ
は
、
ま
ち
ま
ち
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

段
丘
の
端
に
城
を
つ
く
る

こ
と
は
、
武
豊
町
周
辺
の
城

の
特
徴
の
よ
う
に
み
え
ま
す

が
、
そ
れ
は
、
美
浜
町
か
ら

半
田
市
に
か
け
て
の
三
河
湾

沿
岸
で
段
丘
が
発
達
し
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
い
ず
れ
も
海

浜
が
間
近
に
あ
る
こ
と
や
段

丘
に
あ
る
小
規
模
に
突
出
し

た
舌
状
の
台
地
に
あ
り
ま
す
。

　

城
は
、
城
内
に
敵
が
侵
入

す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
堀
や

土
塁
を
造
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
労
力
を
減
ら
す
た
め
に

急
な
崖
面
を
利
用
し
た
り
、

城
の
周
り
が
深
い
沼
地
の
よ

う
な
場
所
を
選
び
ま
す
。
ま

た
、
城
は
武
将
た
ち
が
治
め

た
土
地
の
集
落
に
隣
接
し
た

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
戦
い
が
目
的
で

は
な
く
、
有
事
に
食
料
や
水
、

武
器
を
蓄
え
て
、
ろ
う
城
す

る
た
め
で
、
自
ら
の
屋
敷
を

捨
て
て
、
す
ぐ
さ
ま
城
に
こ

も
る
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

城
を
訪
ね
た
ら
、
ま
わ
り

の
地
形
が
ど
ん
な
だ
っ
た
か

や
当
時
の
ム
ラ
人
が
ど
こ
に

住
ん
で
い
た
か
を
調
べ
る
と

お
も
し
ろ
そ
う
で
す
。

　

で
は
、
南
知
多
町
な
ど
の

険
し
い
丘
陵
地
で
は
ど
ん
な

場
所
に
城
が
造
ら
れ
た
の
か

次
号
で
。

　

立
冬
も
間
近
か
で
秋
も
終
わ

る
が
、秋
は
秋
な
り
の
虫
た
ち

と
の
出
合
い
が
楽
し
み
。

　

今
年
の
秋
の
中
頃
、観
察
会

で
訪
れ
た
別
曽
池
周
辺
の
広
場

に
群
が
り
飛
ぶ
ト
ン
ボ
た
ち
。

　

参
加
し
た
子
ら
の「
ト
ン
ボ
、

ト
ン
ボ
」の
声
に
魅
せ
ら
れ
、早

速
、持
参
の
タ
モ
で
ト
ン
ボ
の

群
れ
を
追
い
か
け
、見
事
一
匹

を
ゲ
ッ
ト
。タ
モ
か
ら
取
り
出

せ
ば「
ワ
ー
可
愛
い
赤
ト
ン
ボ

だ
ー
」と
子
供
達
の
感
動
の
声
。

　

で
も
、赤
ト
ン
ボ
に
は
、ナ
ツ

ア
カ
ネ
、ア
キ
ア
カ
ネ
、ヒ
メ
ア

カ
ネ
な
ど
な
ど
が
あ
り
、私
に

は
チ
ョ
ッ
ト
？
で
、一
匹
は
、そ

の
ま
ゝ
標
本
用
に
頂
く
。

　

後
日
、学
生
時

分
の
ト
ン
ボ
専
門

の
友
人
に
写
真
を

送
れ
ば「
ウ
ス
バ

キ
ト
ン
ボ
の
雌
だ

よ
」（
写
真
⑴
）の

返
事
と
共
に
、そ

の
生
態
や
雌
雄
に

つ
い
て
の
説
明
ま

で
も
ら
い
、さ
す

が
無
二
の
親
友
で

あ
る
と
感
謝
感
激
。

　

写
真
⑵
は
オ

オ
ミ
ズ
ア
オ
。蛾

の
仲
間
で
、名
前

の
通
り
大
き
く
て
、

羽
根
を
広
げ
れ
ば

１２
㌢
程
に
な

る
。色
は
薄
緑
色
で
、先
は
茶
色

く
縁
取
ら
れ
て
い
る
。触
角
も
、

く
し
状
で
大
き
い
。

　

確
認
し
た
の
は
、別
曽
池
東

の
道
端
に
繁
る
木
の
葉
の
上
で
、

高
さ
は
二
㍍
ほ
ど
。観
察
会
に

参
加
し
た
お
父
さ
ん
達
が
、盛

ん
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
た
。

　

写
真
⑶
は
ヒ
メ
ホ
シ
カ
メ
ム

シ
。壱
丁
田
湿
地
の
サ
ル
ト
リ

イ
バ
ラ
の
葉
に
止
ま
っ
て
い
た
。

　

カ
メ
ム
シ
の
仲
間
は
、胸
の

脇
の
臭
腺
か
ら
、臭
い
液
を
出

す
の
で
、ヘ
ー
コ
キ
ム
シ
、ヘ
ク

サ
ム
シ
な
ど
呼
ば
れ
、嫌
わ
れ

て
い
る
。で
も
ヒ
メ
ホ
シ
カ
メ
ム

シ
は
、薄
紅
色
の
体
に
、背
面
の

黒
斑
模
様
が
美
し
い
。

　

写
真
⑷
は
、ク
モ
ヘ
リ
カ
メ

ム
シ
。阿
久
比
の
湿
地
で
、エ
ノ

コ
ロ
グ
サ
の
穂
に
止
ま
っ
て
い

た
。嫌
わ
れ
者
の
カ
メ
ム
シ
な

が
ら
、私
の
前
な
ら
写
真
！
と

出
て
来
た
の
か
ナ
と
思
っ
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
、掛
り
付
け

の
お
医
者
さ
ん
に
話
し
た
ら
、

「
少
年
の
心
、い
つ
ま
で
も
は
素

敵
だ
ね
」と
、お
褒
め
の
言
葉
を

頂
き
大
感
激
で
あ
り
ま
し
た
。

知
多
の
動
植
物
雑
記（
二
九
〇
）

原　
　
　
　

穣

秋の虫、いろいろ

⑴

⑵

⑶

⑷

冨貴城
中世集落
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